
 

Annex 54 
低 GWP 冷媒ヒートポンプシステム 

 
 
 

温室効果ガスの排出を削減し、持続可能な低炭素冷暖房ソリューションを実

現するには、ヒートポンプ システムにおいて地球温暖化係数 (GWP) が低い冷

媒の使用への移行が不可欠です。このプロセスは、安全性、効率性、市場へ

の即応性を確保するために最適化された部品とシステムに関するガイドライ

ンの開発によって加速されます。 
 
 
 

主な成果 

参加各国の課題に応じて以下のとおり活動しました。 
 

オーストリアは、低地球温暖化係数(GWP) 冷媒を特

定し、オーストリアのヒートポンプ市場の概要と低 
GWP 冷媒の適用例を示しました。 

 
フランスは、 R-290(プロパン)最大許容充填量 150g
で住宅内に設置可能な 5kW 住宅暖房用途向けの水対

ブラインヒートポンプを調査しました。 
 

ドイツは、ヒートポンプの市場調査、流体の検査をま

とめ、HC、HFO、混合冷媒の季節間の成績係数

(SCOP)を評価しました。 
 

イタリアは、 CO2 を使用した太陽熱ヒートポンプ給
湯器について報告し、住宅用ヒートポンプの R410A
代替品（R32、R454B、R454C）と比較した。 

 
日本は、 R-410A、R-32、R-454C、R-290、R-22 な
どの低 GWP 冷媒を使用するヒートポンプシステムの 
LCCP(製品寿命気候負荷)とリスク評価の詳細な分析

を提供しました。 
 

韓国は、 窓用エアコンや壁掛け用エアコンなどの住宅

用エアコンにおけるR-32とR-410A冷媒の性能比較研

究を実施しました。 
 

スウェーデンは、住宅および商業ユニット向けのスウ
ェーデンのヒートポンプ市場に、集合住宅向け地熱 
R290 HP (EBOX)、商業ビル向け CO2 ヒートポンプ 
システム、およびプロセス冷却および加熱用の R290 
ヒートポンプとチラーの共有ケーススタディと設計ガ
イドラインを提供しました。 

 
米国は、次世代の HX (熱交換器)設計フレームワーク

を報告し、R32 および R454B 用の 5.3 kW コンデン

サの最適化を提供しました。 

Te
ch

n
o

lo
gy

 C
o

lla
b

o
ra

ti
o

n
 P

ro
g

ra
m

m
e

 o
n

 H
e

at
 P

u
m

p
in

g
 T

e
ch

n
o

lo
gi

e
s 

(H
P

T 
TC

P
) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1: ヒートポンプ試験設備の概略図 (左) と季節間 COP (SCOP) 評価 (右) - RWTH アーヘン大学 

 

背景 
2016 年、197 か国が 2050 年ネットゼロの達成に
向けてハイドロフルオロカーボン（HFC）を段階的
に削減する改正案を採択しました。 将来のヒートポ
ンプシステムでは、地球温暖化係数（GWP）が低い
冷媒とエネルギー効率の高い技術を活用して、最新
の国際規制に準拠し、全体的な環境への影響を削減
します。低GWP冷媒として有望なものとして、R-32、
R-32 混合冷媒、そして低 GWP の自然冷媒（炭化水
素および CO2）が挙げられます。これらの冷媒は、
既存の冷媒とは異なる幅広い熱物性および熱力学的
特性を有するため、カスタマイズおよび最適化され
た部品とシステム設計が不可欠です。Annex 54 で
はこの機会に検討し、最適化された低 GWP 空調お
よびヒート ポンプ システムの使用を拡大しました。
Annex54 は、設計ガイドラインの策定、市場障壁
の低減、国際協力の促進を通じて、これらのシステ
ムの技術成熟度レベル (TRL) を向上させました。 

目的 
• 低 GWP 冷媒の適用を促進し、高 GWP である 

HFC の段階的削減を加速します。 

• 次の設計ガイドラインを策定します: 1) 低 GWP 冷
媒向けにヒートポンプの部品とシステムを最適化、

2) 利用可能な低 GWP 冷媒、その特性、および適用

可能な規格の確認します。 

• 安全性を確保し、低 GWP 冷媒の可燃性に対処し、

可燃性冷媒の安全な使用を促進します。 

• 熱交換器とコンプレッサーの最適化に重点を置

いて、ヒートポンプの部品とシステムを最適化

します。 

• LCCP の影響を分析し、現在の設計と低 GWP 冷
媒を使用した最適化された設計を比較します。 

• 低 GWP 冷媒を使用したヒートポンプの市場ポテ

ンシャルを評価し、住宅および商業ビルを対象

とする適用で 2030 年の低 GWP 冷媒の利用可能

性を評価します。 
 

さらに詳しい情報 
 
連絡窓口:      オペレーティングエージェント は米国のメリーランド大学カレッジパーク校 

Yunho Hwang  yhhwang@umd.edu 
 

参加国:       オーストリア、フランス、ドイツ、イタリア、日本、韓国、 スウェーデン、米国 

出版物:       Annex 54 の最終報告書およびエグゼクティブサマリー 
www.heatpumpingtechnologies.org/publications で入手可能 

 
インターネット:   www.heatpumpingtechnologies.org/annex54 
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